
第
十
四
巷
　
　
嚢
　
　
報

彙

報

　
　
　
⑳
更
學
研
究
會

　
例
會
　
二
月
＋
六
臼
、
午
後
一
時
よ
り
學
生
集
乳
揚
棲
上
に

於
て
開
催
、
左
の
講
演
あ
っ
て
午
後
五
時
閉
敬
し
た
。

　
　
支
那
江
南
の
民
屋
　
　
　
　
丈
學
士
　
藤
田
　
元
春
君

本
號
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
略
す
，

　
　
民
藝
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
宗
悦
君

　
工
藝
に
は
個
人
的
の
物
S
民
衆
的
の
物
ε
が
あ
り
、
後
考
を
民

藝
・
こ
い
ふ
。
民
藝
は
美
を
目
的
ミ
し
た
も
の
で
は
な
く
實
用
を
目

的
ご
し
た
も
の
で
あ
る
が
錠
中
に
は
卓
越
せ
る
美
が
現
は
れ
て
る

る
も
の
が
あ
る
。
茶
入
殊
に
初
代
の
茶
入
が
好
ん
だ
物
は
殆
さ
民

藝
品
で
叉
偉
大
な
個
人
作
家
が
美
の
標
準
ミ
し
た
物
も
民
藝
品
で

あ
っ
た
。
民
藝
品
は
一
種
の
自
然
法
則
に
支
配
さ
れ
て
み
る
。
自

然
法
に
從
へ
ば
美
は
現
は
れ
る
も
の
な
る
事
を
民
事
品
は
示
し
て

み
る
．
、
斯
様
に
観
察
す
れ
ば
美
の
標
準
が
從
來
の
見
方
¶
こ
異
り
從

來
全
く
組
立
さ
れ
て
る
た
民
前
編
に
も
美
が
あ
る
ε
い
ふ
事
が
出

猿
二
號
　
　
一
五
四
　
（
三
一
四
）

來
る
云
々
。

　
　
　
讃
　
史
　
會

　
例
會
　
　
｝
月
＋
八
日
午
後
六
時
牟
よ
り
樂
友
會
館
第
一
號
室

に
於
て
開
催
。
三
浦
敏
授
中
村
助
教
授
其
他
四
十
二
名
來
愈
、
、
徳

丸
君
の
研
究
獲
表
及
び
船
津
布
村
爾
君
の
卒
・
業
論
文
梗
概
嚢
表
あ

り
て
十
時
牟
散
會
す
。

　
　
元
隷
前
後
に
理
る
経
濟
思
想
　
　
　
　
　
徳
丸
　
福
藏
君

　
家
康
場
來
の
墨
縄
奨
鋤
儒
畢
盛
行
の
影
響
ざ
し
て
経
濟
周
題
を

論
議
す
る
者
が
元
藤
前
後
に
於
て
著
し
く
興
亜
し
た
。
狙
練
蕃
山

素
行
等
を
中
心
ε
し
て
そ
の
思
想
を
見
る
。
経
濟
ミ
は
「
凡
そ
天

下
國
家
を
治
む
る
を
経
濟
ミ
い
ふ
。
憶
を
雛
め
人
を
濟
ふ
、
こ
い
ふ

義
」
で
あ
っ
て
、
胤
會
全
般
に
わ
た
っ
て
の
論
で
あ
り
、
そ
の
内

容
ミ
し
て
政
治
経
濟
道
徳
を
論
ず
る
に
當
り
経
濟
を
根
津
－
こ
し
て

み
る
一
特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
恒
産
恒
心
の
儒
學
の
考
へ
方

の
工
特
ε
思
ふ
。
叉
貴
鍛
賎
貨
奪
農
卑
商
－
こ
い
ふ
傾
向
が
強
く
あ

ら
は
れ
て
み
る
こ
れ
は
農
民
を
で
な
く
農
業
を
保
護
す
る
ミ
い
ふ

事
等
に
於
て
甚
し
く
武
家
中
心
的
の
考
へ
方
で
あ
る
も
の
一
こ
患
は

れ
る
。
師
ち
自
己
の
経
濟
的
基
礎
を
ゆ
る
が
す
町
人
の
巌
頭
に
封



す
る
特
構
維
持
の
努
力
が
儒
學
の
影
響
の
下
に
ま
ε
め
上
ぴ
ら
れ

た
経
濟
政
策
で
あ
る
。
云
々

　
　
明
治
維
新
の
財
政
政
策
（
特
に
御
用
金
及
太
政
宮
札
に
就
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
津
勝
雄
君

　
明
治
新
政
府
は
財
政
困
難
で
あ
り
櫓
税
政
策
に
出
る
は
不
可
能

で
あ
っ
た
爲
献
金
獣
米
の
策
に
出
で
次
い
で
毒
心
安
定
後
御
用
金

政
策
を
取
っ
た
。
其
實
施
は
困
難
で
あ
っ
九
が
官
札
幽
門
ま
で
の

政
府
の
頼
る
唯
一
の
途
で
あ
っ
て
國
民
ε
政
府
ε
を
接
近
さ
せ
る

原
因
ミ
な
っ
た
。
政
府
は
御
用
金
か
ら
不
換
紙
幣
登
行
に
移
っ
た

併
し
蕃
民
は
政
府
に
信
用
を
置
か
す
叉
不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
爲
流

通
困
難
で
當
局
者
は
苦
心
し
た
が
途
に
言
換
紙
幣
ε
す
る
に
及
ん

で
成
功
し
た
。
此
官
札
は
地
方
産
業
に
影
響
を
及
し
國
民
の
企
業

熟
を
起
し
新
政
府
成
立
の
一
要
素
ざ
な
り
経
斯
界
の
革
新
を
な
し

遽
け
た
。
官
札
ミ
御
用
金
ざ
は
明
治
時
代
の
繧
長
講
蓬
の
墓
礎
を

な
し
て
み
る
黙
に
そ
の
意
義
が
あ
る
。
云
々

　
　
士
族
階
級
の
愛
質
ε
其
耐
會
的
影
響
（
特
に
授
産
問
題
に
就

　
　
て
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
布
村
安
弘
君

　
明
治
維
新
を
指
導
し
た
の
は
自
由
主
義
李
等
主
義
で
あ
っ
た
。

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
藥
　
　
報

●

維
新
の
結
果
武
士
は
経
濟
的
に
困
窮
し
そ
れ
が
因
ミ
な
っ
て
憂
質

し
た
。
其
の
状
態
は
明
治
十
年
ま
で
は
窮
極
的
で
十
年
か
ら
二
十

年
ま
で
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
徳
川
幕
府
が
倒
れ
、
つ
い
で
慶
藩

霊
な
り
武
士
の
俸
織
は
一
片
の
離
券
ミ
化
し
彼
等
は
困
窮
し
開
墾

・
其
他
の
量
器
に
向
つ
た
が
瀟
瀟
的
に
精
紳
的
に
苦
痛
多
く
失
敗
し

た
。
明
治
十
年
の
西
南
役
は
物
影
の
縢
貴
を
賢
し
彼
等
は
↓
暦
困

窮
し
堕
落
し
不
安
な
裾
分
を
肚
會
に
胎
む
襟
に
な
っ
た
か
ら
、
當

局
者
は
封
策
ミ
し
て
士
族
授
産
の
問
題
を
考
へ
又
士
族
も
自
嚢
的

に
産
業
團
罷
を
起
し
た
。
併
し
そ
れ
も
結
局
は
概
し
て
失
敗
に
蹄

し
た
が
彼
等
の
進
取
的
思
想
は
企
業
精
神
ε
な
り
産
業
革
命
を
超

し
て
近
代
的
自
由
資
本
主
義
的
経
濟
を
導
い
た
。
云
々

　
　
例
禽
臼
　
　
こ
月
並
・
五
日
」
雷
門
償
六
時
血
＋
よ
り
編
業
友
・
曾
舘
…
第
　
號
室

に
於
て
開
催
り
三
浦
敏
授
其
他
参
慰
者
二
十
八
各
。
大
熊
君
の
研

究
獲
表
及
び
浦
上
小
島
特
写
の
卒
業
論
文
硬
概
護
表
あ
り
て
十
時

頃
散
會
す
。

　
　
癒
仁
前
後
に
於
け
る
日
蓮
宗
に
就
て
　
　
大
熊
　
立
治
君

　
室
町
時
代
の
下
剋
上
の
風
潮
は
宗
教
界
に
も
及
び
新
興
佛
敏
が

李
民
に
受
入
せ
ら
れ
貴
族
武
士
の
上
盤
階
級
に
置
畳
動
が
及
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
五
五
　
（
　
三
一
五
）



　
　
　
第
十
凶
巷
　
　
彙
　
　
報

た
。
室
町
時
代
に
於
け
る
日
薄
宗
の
下
線
方
法
は
折
伏
宗
論
で
あ

り
磨
仁
前
の
代
表
者
は
日
進
日
朝
で
宗
風
の
盛
を
醸
し
た
。
併
し

日
蓮
宗
も
下
剋
上
の
就
會
に
引
き
づ
ら
れ
て
慮
仁
の
頃
よ
り
一
揆

を
起
し
武
器
を
取
る
に
至
っ
た
僚
属
の
一
向
宗
一
揆
ミ
の
戦
、
明

癒
の
宗
内
の
畢
を
見
れ
ば
戦
闘
的
精
紳
に
満
ち
て
み
た
こ
ざ
が
知

れ
る
。
こ
の
戦
闘
的
精
紳
ご
庶
民
専
意
の
氣
運
こ
の
相
互
閥
係
に

て
宗
勢
の
隆
盛
を
醸
し
た
G
云
々

　
　
興
隆
期
の
江
戸
に
於
る
上
方
文
化
（
特
に
李
民
文
化
）
の
移
入

　
　
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
清
市
君

　
興
隆
期
の
江
戸
ミ
は
徳
川
開
幕
よ
り
享
保
頃
ま
で
で
あ
っ
て
、

第
一
に
俳
譜
は
寛
永
頃
貞
門
が
江
戸
に
移
り
次
に
談
林
派
が
延
蜜

年
間
に
榮
え
吹
ぎ
に
蕉
風
起
っ
て
江
戸
俳
壇
を
風
靡
し
、
浮
瑠
璃

は
寛
永
年
間
に
薩
摩
浄
雲
江
戸
に
下
っ
て
盛
に
な
⇔
寛
永
年
間
に

京
坂
の
互
匠
下
る
に
及
び
盆
暴
行
は
れ
庶
民
武
家
の
入
箭
風
俗
に

影
響
を
及
し
た
。
歌
舞
伎
は
食
卓
年
間
上
方
人
の
江
戸
に
座
を
開

く
も
の
多
く
盛
ん
に
な
っ
た
が
反
面
淫
靡
の
風
を
生
じ
、
総
謎
に

撃
て
は
代
表
者
で
あ
る
一
撃
光
琳
は
何
れ
も
關
西
系
統
の
も
の
で

そ
の
浮
世
糟
は
民
衆
的
で
あ
っ
た
。
次
ぎ
に
江
戸
風
俗
も
上
方
の

■

　
　
　
　
　
　
第
二
鴉
酬
　
一
五
山
ハ
　
（
三
一
六
）

影
響
を
受
け
玉
詠
上
は
御
用
金
藏
屋
敷
廻
船
等
に
て
江
戸
の
幕
府

大
名
町
人
ミ
大
坂
晦
人
ミ
の
賄
係
が
あ
っ
た
。
云
々

　
　
條
約
改
正
ε
キ
リ
ス
ト
敏
問
題
　
　
　
　
小
島
　
　
眞
君

　
明
沼
新
書
府
の
外
交
は
條
約
改
正
が
根
本
精
紳
で
あ
っ
て
そ
の

準
備
の
た
め
多
く
の
内
政
改
革
を
要
し
た
が
燧
に
基
督
数
を
最
初

に
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
い
ふ
事
に
館
着
し
た
。
併
し
爾
明
治

初
頭
に
は
排
外
の
事
件
頻
些
し
外
交
關
係
往
々
瞼
悪
に
隔
り
易
く

叉
肥
前
浦
上
事
件
も
容
易
に
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
諸
外
國

は
墓
督
教
布
教
の
自
曲
を
要
求
し
た
。
こ
の
内
外
の
情
勢
に
挾
れ

て
政
府
は
常
に
彌
縫
的
態
度
を
取
っ
て
地
面
を
糊
塗
し
つ
、
あ
っ

た
が
條
約
改
正
の
九
め
に
永
く
こ
の
態
度
を
績
く
る
こ
マ
旨
を
得
す

岩
倉
大
使
一
行
の
歓
米
訪
問
の
結
果
礎
來
の
態
度
を
改
む
る
事
ミ

な
り
十
年
頃
は
墓
督
敏
は
追
認
さ
れ
て
る
た
。
併
し
未
だ
公
許
さ

れ
す
憲
法
鞍
馬
に
及
ん
で
信
敏
の
自
由
が
興
へ
ら
れ
楽
章
改
正
の

問
題
に
一
進
展
を
與
へ
る
こ
S
に
な
つ
江
。
云
々

　
　
　
麟
明
治
史
研
究
會

　
京
都
帝
大
早
事
科
關
係
の
有
志
の
間
に
可
成
以
前
か
ら
其
議
が

あ
っ
た
明
治
史
研
究
會
が
愈
生
れ
た
。
去
る
二
月
十
九
日
午
後
六



時
孕
よ
り
樂
友
會
館
で
第
一
回
叢
叢
を
開
き
、
三
浦
敏
授
牧
助
敏

授
の
講
演
あ
の
、
湿
て
會
員
相
互
に
意
見
交
換
あ
り
翼
繁
な
総
合

で
あ
っ
た
。
本
吉
は
會
員
は
響
く
學
内
外
の
維
新
史
乃
至
明
治
史

の
研
究
家
及
び
同
好
の
士
を
包
含
す
る
筈
で
あ
る
が
、
最
初
最
も

虞
面
目
な
研
究
者
を
團
結
し
、
次
第
に
登
展
す
る
計
劃
で
、
侮
月

第
二
火
曜
日
に
例
會
を
開
き
，
學
内
外
の
專
門
家
實
歴
者
の
意
見

を
聞
く
筈
で
あ
る
。

　
　
明
治
維
新
史
の
研
究
法
に
就
て
　
　
　
　
牧
　
　
健
二
君

　
明
治
維
新
は
古
き
日
本
の
最
後
で
あ
か
新
日
本
の
始
る
時
で
あ

を
芸
ふ
こ
ミ
が
最
も
強
く
意
識
さ
れ
る
黙
に
償
値
が
あ
る
。
歴

史
の
最
も
若
い
畦
代
で
あ
る
丈
け
資
料
が
豊
富
で
あ
り
、
同
時
に

歴
史
家
の
得
意
な
歴
史
的
展
望
を
不
可
能
に
す
る
。
以
上
の
特
徴

の
故
に
其
塵
に
特
殊
な
研
究
方
法
が
無
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
宝
設
い
て

過
去
の
歴
史
家
の
研
究
方
法
を
分
類
し
、
之
を
具
艦
的
論
理
的
に

論
明
し
て
、
最
後
に
原
因
槻
及
び
結
果
観
に
於
て
歴
史
家
又
は
專

門
家
の
隔
易
き
弊
を
指
摘
す
る
所
が
あ
っ
た
。

　
　
國
憲
案
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
澗
行
君

　
哺
昨
年
入
手
の
東
洋
大
日
本
國
憲
案
の
最
近
の
研
究
を
獲
表
あ

　
　
　
第
＋
四
巻
　
　
藁
　
報

り
。
之
は
大
隈
滲
議
が
、
明
治
＋
四
年
三
月
奉
呈
し
た
意
見
書
に

添
へ
た
噸
こ
云
は
れ
る
憲
法
草
案
な
ら
ん
ミ
の
説
を
否
定
す
る
ま
で

の
経
路
を
述
べ
、
畢
寛
暫
時
の
自
由
主
義
者
の
手
に
な
っ
た
私
擬

憲
法
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
特
に
米
國
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
こ
ミ
を
指
示
せ
ら
れ
、
當
時
民
間
に
國
會
開
設
蓮
動
ざ
共

に
憲
法
研
究
も
盛
で
あ
っ
た
が
政
府
は
猫
島
流
の
憲
法
思
想
を
範

に
取
っ
た
が
、
其
等
は
英
國
流
乃
至
訳
業
の
自
由
主
義
を
敷
び
、

欽
定
主
義
に
鋤
し
て
民
約
主
義
の
論
欝
欝
し
か
っ
た
こ
ε
、
其
の

後
者
の
一
例
ミ
し
て
此
國
思
案
の
内
容
に
説
き
及
ひ
、
そ
の
我
憲

法
史
上
の
意
義
を
述
べ
、
最
後
に
明
治
史
二
言
上
至
難
な
資
料
の

識
別
の
困
難
な
る
こ
唱
こ
を
訟
き
、
研
究
者
の
注
意
を
促
さ
る
。

　
　
　
民
俗
談
話
會

　
第
六
野
良
會
　
昭
和
三
年
九
月
十
七
日
、
於
學
生
集
會
所

　
　
八
丈
島
の
詰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
三
郎
君

八
丈
島
の
入
民
は
細
帯
を
し
あ
跣
足
で
あ
る
。
そ
し
て
頭
に
物
を

戴
せ
る
習
慣
が
あ
る
。
食
物
は
芋
が
圭
で
米
は
少
い
。
家
屋
は
風

の
強
い
爲
屋
根
の
勾
配
は
急
で
あ
る
。
婚
姻
は
自
由
に
し
て
、
女

子
月
経
の
あ
る
時
は
別
火
を
な
す
等
古
い
風
俗
習
慣
が
今
猴
強
つ

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
一
五
七
（
三
剛
七
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
麩
　
　
鞍

て
居
る
。
云
々

　
　
お
は
ぐ
ろ
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
宗
悦
君

　
お
は
ぐ
ろ
は
古
く
枕
草
紙
宇
津
保
物
語
、
源
氏
物
語
等
に
も
見

え
、
女
の
み
な
ら
す
、
男
女
も
此
を
そ
め
た
。
お
は
ぐ
ろ
は
順
序

を
立
て
Σ
塗
る
の
で
あ
る
が
、
或
地
方
で
は
植
物
導
燈
を
噛
ん
で

黒
く
す
る
。
而
し
て
歯
を
塗
る
に
忌
日
が
あ
り
、
結
婚
し
て
後
歯

を
そ
め
る
が
、
結
婚
せ
す
ミ
も
年
が
ゆ
く
ミ
染
め
た
事
も
あ
る
。

云
々
。

　
　
民
俗
墨
・
の
取
扱
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
池
田
　
源
太
君

　
歴
史
的
事
象
を
そ
の
ま
、
の
形
に
於
て
批
判
す
る
に
幅
は
純
樺

な
る
理
性
か
ら
お
こ
る
分
析
的
の
も
の
で
藝
術
史
，
文
學
史
等
此

で
あ
る
。
第
二
に
は
解
慣
す
る
事
で
あ
る
。
翻
ち
自
身
の
経
験
内

容
か
ら
此
を
解
浮
せ
ん
ミ
し
、
そ
の
経
験
内
容
を
以
て
世
界
を
把

捉
せ
ん
ミ
す
る
。
昆
俗
畢
は
こ
の
解
硬
く
」
い
ふ
瓢
で
歴
史
ミ
結
合

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
云
々

　
第
七
回
血
気
＋
二
月
＋
七
日
、
笹
藪
生
集
會
所

　
　
満
鮮
族
行
談
　
　
　
　
　
　
、
文
學
士
　
水
野
　
清
一
君

　
支
那
の
家
屋
の
椿
造
形
式
・
衣
服
・
家
具
調
度
品
、
此
等
に
は
好

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
｝
五
八
　
（
　
三
隔
入
）

ん
で
赤
色
を
用
ふ
る
事
を
認
め
、
満
洲
で
は
有
名
な
盗
人
市
を
観

た
。
朝
鮮
で
は
家
屋
殊
に
そ
の
千
木
に
興
味
を
感
じ
た
。
云
々

　
　
常
陸
山
の
年
中
行
事
に
就
て
　
文
．
賢
士
　
肥
後
和
男
君

　
常
陸
國
で
は
正
月
の
嘉
例
、
田
の
紳
に
博
す
る
行
事
、
田
植
の

作
法
等
面
白
い
。
殊
に
田
植
歌
は
少
く
ミ
も
足
利
時
代
の
古
詞
を

存
し
、
第
二
句
目
り
始
め
第
一
句
を
最
後
に
唱
ふ
る
鮎
に
特
色
が

あ
る
。
云
々

　
第
八
回
例
會
昭
和
四
年
一
月
二
＋
七
日
、
於
學
生
集
會
所

　
　
酒
に
就
い
て
の
断
想
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
鹿
三
君

　
蒙
古
の
囚
5
慧
。
・
（
馬
齢
）
馬
革
子
に
よ
っ
て
切
戸
の
神
が
胎
鹿
で

あ
る
事
に
暗
示
を
與
ふ
る
も
の
ε
な
し
、
古
記
の
牛
酒
は
鹿
酒
で

此
亦
図
画
巳
ω
ざ
閣
係
あ
る
を
思
は
し
む
。
次
に
古
代
の
酒
が
女
性

に
よ
つ
て
造
ら
れ
た
事
を
延
喜
式
に
見
ゆ
る
刀
自
に
よ
っ
て
論
闘

し
、
そ
れ
は
女
性
の
有
す
る
生
産
能
力
を
信
じ
、
之
が
一
種
の
儀

禮
に
迄
嚢
蓬
し
た
。
云
々

　
　
御
蔭
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
佐
藤
　
虎
雄
震

　
御
蔭
参
り
は
親
・
兄
弟
・
或
は
主
入
に
告
ぴ
す
し
て
、
ひ
そ
か
に

参
宮
す
る
事
に
し
て
抜
参
ミ
も
云
ふ
。
記
録
で
は
寵
永
二
年
獄
後



の
事
が
よ
く
分
る
。
そ
の
道
中
で
は
諸
侯
・
富
豪
の
布
施
が
あ
り
、

参
る
人
は
菅
笠
を
か
ぶ
り
、
杓
を
も
ち
、
或
は
【
、
ほ
，
こ
こ
し
し
ε
書

い
た
旗
を
ひ
る
が
へ
し
多
勢
で
行
く
。
群
集
心
理
に
か
ら
れ
た
も

の
が
多
い
。
そ
の
奇
瑞
噛
し
し
て
お
祓
が
降
り
、
病
難
等
が
治
る
唱
こ

い
ふ
。
云
々

　
　
門
飾
り
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
頼
壽
君

　
伊
勢
國
で
は
蘇
民
遠
望
の
門
飾
り
を
用
ひ
葉
山
で
は
「
っ
ぽ
き
」

ミ
い
ふ
の
を
用
ひ
る
。
各
地
を
調
べ
て
み
る
ミ
門
飾
に
は
地
方
的

に
差
異
あ
り
、
そ
の
分
布
を
考
へ
る
く
」
興
味
あ
る
袖
垣
が
あ
る
。

云
々
。

　
　
リ
ー
プ
ア
ー
ス
先
生
の
事
撃
こ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
簿
士
　
西
田
直
二
郎
君

　
滞
忌
中
、
噌
九
一
二
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
に
於
て
研
究
中
、

リ
ー
プ
ア
ー
ス
博
士
に
師
事
し
た
事
を
思
ひ
、
博
士
の
民
俗
學
研

究
法
に
就
い
て
蓮
べ
、
其
指
導
の
學
會
の
こ
ミ
等
よ
り
博
士
の
講

義
署
書
に
及
び
、
鮭
會
組
織
の
研
究
よ
り
、
民
族
學
方
法
マ
」
し
て

の
野
外
探
訪
、
ま
た
、
其
論
糠
た
る
、
げ
舞
9
鑓
Φ
夢
O
鳥
と
に
つ
い

て
論
じ
、
日
。
畠
種
族
の
研
究
方
法
や
鵠
翼
O
q
9
鼠
①
評
δ
。
。
貯
冒

　
　
第
十
四
巷
　
　
禦
　
　
報

ω
9
憲
団
の
第
二
巻
に
つ
い
て
の
所
感
を
述
べ
て
、
文
化
傳
播
設

の
民
俗
學
的
な
適
々
を
言
ひ
、
日
本
の
民
俗
研
究
の
希
望
に
言
及

し
た
馳

　
第
九
回
例
會
二
月
＋
五
日
、
於
託
生
集
會
所

　
　
博
多
に
わ
か
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
有
光
　
敏
一
君

　
博
多
に
わ
か
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
徳
川

時
代
の
宋
か
ら
も
の
に
見
え
て
居
る
。
爲
政
者
或
は
武
士
階
級
に

甚
し
て
町
人
が
轡
憤
を
は
ら
す
爲
に
、
に
わ
か
が
利
用
さ
れ
た
ミ

雷
ふ
話
よ
り
薫
習
装
置
な
さ
に
つ
い
て
蓮
べ
、
そ
れ
が
至
極
簡
軍

で
大
抵
三
揚
、
長
く
て
五
揚
で
あ
る
こ
く
こ
、
嘩
子
は
太
鼓
、
大

鼓
、
小
鼓
、
摺
鐘
、
篠
笛
、
三
味
線
を
用
ひ
、
後
に
は
面
や
ボ
テ
カ
ヅ

ラ
を
用
ひ
た
憂
遷
を
詮
い
た
。
今
は
大
へ
ん
衰
へ
て
南
座
言
い
ふ

小
屋
で
時
々
上
演
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
云
々

　
　
支
那
古
代
の
舞
踊
下
墨
設
　
　
文
墨
士
　
小
川
　
茂
樹
君

　
○
冨
⇔
雲
の
著
U
露
器
。
。
〇
二
Φ
σ
Q
曾
鳥
①
ω
α
謬
ω
】
ρ
○
ぼ
器
ゆ
巨
①
岩
①

の
舞
踊
に
つ
い
て
の
所
論
を
紹
介
し
、
古
代
支
那
の
鏡
野
ε
舞
踊

の
閣
係
を
蓮
べ
た
。

　
、
沖
縄
見
聞
談
　
　
　
　
　
　
　
助
敏
授
　
金
壷
　
丈
夫
君

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
五
九
（
　
三
一
九
）



　
　
第
十
四
巻
　
　
會
　
　
報

　
最
近
沖
縄
諸
島
の
人
類
學
的
研
究
に
赴
い
た
土
産
話
で
あ
っ
て

奄
美
大
島
の
人
間
に
は
ア
イ
ヌ
的
な
る
が
あ
り
、
那
覇
に
於
け
る

人
々
の
薗
貌
を
い
ひ
、
ま
た
風
俗
ミ
し
て
は
入
力
車
多
く
車
夫
に

は
老
人
が
多
い
。
此
地
で
は
組
踊
ミ
云
っ
て
我
國
の
歌
舞
伎
の
顛

き
も
の
が
行
は
れ
て
る
る
。
墳
墓
ミ
し
て
見
る
べ
き
も
の
に
按
司

の
墓
、
ま
た
由
の
洞
穴
内
に
存
す
る
墓
に
は
石
屋
形
、
甕
棺
、
石

棺
が
用
ひ
ら
れ
て
る
る
こ
ミ
等
興
味
あ
る
槻
清
談
が
多
く
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
佐
藤
記
〕

轄
鮒
二
號
　
　
「
山
ハ
○
　

（
　
一
ご
二
〇
）

會

輿

寄
賂
交
換
圖
書

史
墨
雅
誌

東
洋
學
報

歴
衷
地
理

考
古
學
難
誌

人
類
學
雑
誌

民
　
　
　
族

史
　
　
　
學

國
史
ミ
國
文

四
〇
の
一
一
四
　
　
　
　
　
史
　
　
學
　
　
會

一
七
の
三
　
　
　
　
　
東
洋
協
悪
説
術
調
査
部

五
三
の
一
⊥
二
　
　
　
　
日
本
歴
史
地
理
學
會

一
八
の
一
二
、
一
九
の
一
！
三
考
古
學
會

　
　
　
　
　
四
四
の
一
、
二
、
三

　
　
　
　
　
四
の
二

　
　
　
　
　
七
の
四

　
　
　
　
　
四
八
一
五
〇

東
北
文
化
研
究
　
一
の
五

地
理
雑
誌
二
の
一

経
濟
論
叢
二
八
の
一
、
二
、
三

胱
命
且
墨
・
難
紐
融
　
五
七
一
六
〇

史
　
　
　
苑
　
一
の
四
、
五
、
六

刀
卿
研
究
　
一
五
の
一
、
三
、
四

　
　
　
東
京
入
類
墨
會

　
　
　
民
族
獲
行
所

　
　
　
三
田
史
學
會

　
　
立
命
館
大
墨
勘
版
部

　
　
　
史
誌
出
版
祉

　
國
立
中
央
大
學
地
學
系

京
都
帝
國
大
學
縷
濟
學
會

　
　
　
日
本
杜
會
學
會

　
　
　
啓
　
　
明
　
　
祉

　
　
　
南
　
　
入
　
　
薩



國
學
院
雑
誌
　
三
五
の
一
、
二
、
四

龍
谷
大
墨
論
叢
　
二
八
三
、
二
八
四

龍
谷
大
墨
史
學
會
々
報
　
一
、
二

宗
教
ミ
藝
衛
九
の
六
、
一
〇
の
一

観
　
　
　
想
　
五
五
…
五
八

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
四
の
叫
一
四

伊
豫
史
談
　
五
五

明
治
維
瀬
史
（
非
野
握
茂
雄
著
）

名
古
屋
温
故
會
報
告
第
十
二

吉
田
新
田
古
岡
交
書

富
士
の
信
仰
（
井
野
擾
茂
雄
著
）

8
。
山
彦
”
喬
盆
『
≧
員
一
§
二
。
厭
。
お
⇔

　
　
冒
冨
p

　
　
　
翻
會
員
動
静

　
　
　
　
　
麗
入
　
　
　
會

寅
…
｛
尽
霜
甲
本
郷
隣
四
慮
記
町
六
一
、
第
一
盤
脊
秋
館
内
日

　
（
右
紹
介
者
吉
村
茂
樹
氏
）

松
江
市
松
江
高
等
學
校

　
（
右
紹
介
者
那
波
利
貞
氏
）

　
　
　
第
＋
四
二
　
倉
　
報

　
　
國
學
院
大
學

　
　
龍
谷
大
學
論
叢
肚

龍
谷
大
思
議
學
研
究
室

　
　
龍
谷
大
墨
文
藝
部

　
　
観
想
嚢
行
所

　
　
登
載
存
協
會

　
　
俘
豫
史
談
護
行
所

　
　
ロ
ゴ
ス
書
院

　
　
名
古
屋
史
談
會

　
　
吉
．
田
勘
兵
術

　
　
古
今
書
院

冒
亀
昌
8
甫
鉢
曾

　
6
げ
⑦
司
○
賓
。
ゆ
蒲
巳
（
○
●

小
島
　
鉦
作
氏

青
山
　
公
亮
馬

京
都
市
下
聞
知
四
明
寮
内

　
（
右
紹
介
者
秋
貞
實
造
氏
）

京
都
帝
増
大
學
丈
學
部
史
學
科

同滋
賀
縣
彦
根
町
中
組
東

峯
灘
豪
面
戸
鹿
野
小
學
校

支
那
上
海

　
（
右
紹
介
者
島
田
貞
彦
氏
）

三
重
縣
感
吟
皇
畢
館

　
（
右
紹
介
者
佐
藤
小
吉
氏
）

満
洲
安
東
第
輔
小
學
校

満
洲
公
主
嶺
小
孝
心

　
（
右
紹
介
考
横
地
得
三
氏
）

　
　
　
　
　
樋
退
　
　
　
會

岩
見
　
藤
雄
氏
　
　
上
杉
　
貴
子
氏

　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
去

内
田
清
長
氏

　
右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
「
山
門
一
　
（

．
保
木
　
俊
夫
氏
　

　
　
内
田
　
吟
風
氏

　
　
　
中
村
　
　
忠
氏
、

　
　
　
奥
居
　
重
金
民

　
　
　
植
薗
　
伸
藏
氏

東
亜
岡
文
書
院
圖
書
館

　
　
　
米
田
　
　
稔
氏

三
「
＝
）

由
口
　
藤
三
氏

菊
田
　
善
重
氏


